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食
育
基
本
法
が
、
本
年
六
月
十
日
第
一

六
二
回
国
会
で
成
立
し
、
同
年
七
月
十
五

日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

”食
“
と
い
う
個
人
的
な
生
活
行
動
を
法

で
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
等
の
意
見
も

あ
る
が
、
私
達
栄
養
・
食
関
係
者
に
と
っ

て
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
内
閣
府
に
食
育
推

進
室
が
設
置
さ
れ
省
庁
を
超
え
て
の
全
国

的
・
組
織
的
な
推
進
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
。
名
称
に
”
食
育
“
と
い
う
言
葉
が
は

っ
き
り
と
あ
る
こ
と
か
ら
栄
養
・
食
関
係

者
以
外
に
も
食
育
、
あ
る
い
は
食
の
重
要

性
や
必
要
性
を
周
知
し
や
す
い
こ
と
等
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
学
校
給
食
現
場
は
こ
の
法
で

何
が
期
待
さ
れ
る
の
か
、
食
育
基
本
法
の

背
景
と
概
要
を
ふ
ま
え
て
考
え
た
い
。

食
育
基
本
法
前
文
で
、制
定
の
背
景
と
、

食
育
の
位
置
づ
け
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
私
達
に
と
っ
て
毎
日
欠
か
せ
な
い

食
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
（
食
を
大
切
に

す
る
心
の
欠
如
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
、
食
の
安
全
性
の
問

題
等
）
を
、
個
人
の
問
題
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
我
が
国
全
体
の
社
会
問
題
と
し
て

受
け
止
め
、
抜
本
的
な
対
策
で
あ
る
国
民

運
動
と
し
て
食
育
を
強
力
に
推
進
す
る
た

も
食
育
推
進
会
議
を
置
く
事
が
で
き
る

等
、
食
育
の
基
本
理
念
、
そ
の
推
進
の
方

向
性
を
外
側
中
側
か
ら
示
し
て
い
る
。

で
は
学
校
給
食
現
場
に
何
が
期
待
さ
れ

て
い
る
か
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
本
法
の
食

育
の
理
念
や
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
新
し
く
す
ぐ

に
何
か
を
始
め
る
こ
と
は
現
実
と
し
て
困

難
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
だ
け
が
目
的

達
成
の
一
番
の
解
決
策
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
既
に
学
校
現
場
は
「
食
に
関
す
る
指

導
」
及
び
「
体
制
整
備
」
と
し
て
栄
養
教

諭
制
度
が
創
設
さ
れ
る
等
、
社
会
か
ら
の

期
待
も
大
き
く
、
地
産
地
消
、
安
全
・
安

心
、
連
携
、
Ｔ
Ｔ
等
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
的
な
食
育
が

さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
う
し
た
実

績
の
本
法
基
本
的
施
策
へ
の
位
置
づ
け
、

体
系
的
・
理
論
的
な
整
理
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
評
価
が
必
要
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
は
教
育
的
あ
る
い
は
環
境
的
ア
プ

ロ
ー
チ
な
の
か
等
の
枠
組
み
に
基
づ
い
た

説
明
、
子
ど
も
た
ち
の
反
応
や
前
後
の
変

化
等
の
学
習
効
果
、
関
係
者
各
々
の
役
割

や
連
携
の
広
が
り
と
い
っ
た
組
織
的
な
あ

り
方
、
経
費
等
を
時
間
軸
で
整
理
す
る
等

の
質
的
評
価
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
食
育
の
重
要
性
が
栄
養
関
係
者
以
外
も

理
解
し
や
す
く
、
学
校
給
食
を
通
し
た
食

育
の
あ
り
方
、
効
果
、
今
後
の
課
題
が
よ

り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。”
食
育
ブ

ー
ム
“
を
追
い
風
と
し
て
、
学
校
給
食
を

生
き
た
教
材
と
し
た
食
育
が
、
さ
ら
に
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
生
み
出
し
、
そ
し
て

家
庭
、
関
係
者
、
地
域
へ
と
浸
透
し
、
充

実
、
発
展
す
る
こ
と
と
思
う
。

め
に
制
定
す
る
。
”食
育
“
と
は
、
生
き

る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳
育

及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
、

様
々
な
経
験
を
通
じ
て「
食
」に
関
す
る
知

識
と
「
食
」を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き

る
人
間
を
育
て
る
こ
と
と
定
義
し
、
心
も

体
も
生
活
も「
食
」の
上
に
成
り
立
つ
と
大

き
く
位
置
づ
け
て
い
る
。
目
的
は
、
国
民

が
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

食
育
推
進
基
本
計
画
の
作
成
と
し
て
、
内

閣
府
に
食
育
推
進
会
議
を
置
き
、
食
育
基

本
計
画
の
背
策
の
方
針
、
推
進
目
標
の
作

成
、
国
民
の
自
発
的
な
活
動
の
総
合
的
な

促
進
、
都
道
府
県
食
育
推
進
計
画
、
市
町

村
食
育
推
進
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
等
で
あ
る
。
基
本
的
施
策
で
は
、

①
家
庭
②
学
校
、
保
育
所
等
の
食
育
の
推

進
③
地
域
に
お
け
る
食
生
活
の
改
善
の
推

進
④
食
育
推
進
運
動
の
展
開
⑤
生
産
者
と

消
費
者
と
の
交
流
の
促
進
、
環
境
と
調
和

の
取
れ
た
農
林
漁
業
の
活
性
化
⑥
食
文
化

の
継
承
の
た
め
の
支
援
⑦
食
品
の
安
全

性
、
栄
養
そ
の
他
の
食
生
活
に
関
す
る
調

査
、
研
究
、
情
報
の
提
供
及
び
国
際
交
流

の
推
進
で
あ
る
。
都
道
府
県
、
市
町
村
に
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表
紙
写
真
解
説

本
校
は
、
十
七
学
級
・
児
童
数
五

五
六
名
の
中
規
模
校
で
す
。
今
年
度

日
頃
の
給
食
活
動
が
評
価
さ
れ
、
学

校
給
食
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

学
期
に
一
回
「
交
流
給
食
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
高
学
年
と
低
学
年

が
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
と
、
パ
ン

の
大
き
さ
に
驚
い
た
り
、
教
室
に
貼

っ
て
あ
る
掲
示
物
に
感
心
し
た
り
、

普
段
の
給
食
で
は
な
い
発
見
が
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
ク
イ
ズ
を
出
し
合

っ
た
り
、
二
〇
分
休
み
や
昼
休
み
に

遊
ぶ
約
束
を
し
た
り
と
、
仲
良
く
異

学
年
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
給
食
試
食
会
は
、

毎
年
多
数
の
保
護
者
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
給
食
室
が
外

か
ら
見
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
試
食
だ
け
で
な
く
給
食
室
の
見

学
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
学
級
数
増
加
に
伴

い
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
一
ク
ラ
ス
分

の
広
さ
に
な
っ
た
た
め
、
学
級
ご
と

の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
給
食
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
表
紙
の
写
真
は
、
五
年
生

の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
会
食
を
撮
影

し
た
も
の
で
す
。

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
楽
し
い
給
食

川
口
市
立
原
町
小
学
校

給
食
主
任
　
梅
津
　
典
子

栄
養
職
員
　
市
來
　
悦
子

食
育
基
本
法
を
追
い
風
に

〜
学
校
給
食
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
的
な
食
育
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
〜

相
模
女
子
大
学
　
専
任
講
師

栄
養
学
博
士

管
理
栄
養
士

吉
岡
　
有
紀
子



(3)

認
定
講
習
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
十
七
年
度
埼
玉
県
免
許
法
認
定
講

習
（
栄
養
教
諭)

が
去
る
七
月
二
十
五
日

か
ら
八
月
二
十
九
日
の
期
間
に
二
〇
日

間
、
指
導
大
学
の
女
子
栄
養
大
学
に
お
い

て
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
主
催
で
開
催

し
ま
し
た
。

本
講
習
は
、
栄
養
教
諭
制
度
の
創
設
に

伴
い
、
教
育
職
員
免
許
法
附
則
第
一
八
項

に
基
づ
き
、
栄
養
教
諭
免
許
状
の
授
与
を

希
望
す
る
現
職
の
学
校
栄
養
職
員
が
、
円

滑
に
栄
養
教
諭
免
許
状
を
取
得
で
き
る
よ

う
単
位
修
得
の
機
会
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。
栄
養
に
係
る
教
育
に
関
す
る
科

目
と
教
職
に
関
す
る
科
目
を
合
わ
せ
る
と

合
計
で
最
大
七
科
目
十
単
位
を
修
得
で
き

る
講
習
で
し
た
。

今
年
度
を
含
め
三
年
間
実
施
す
る
予
定

で
す
。
本
年
度
は
二
〇
〇
名
定
員
の
と
こ

ろ
二
六
五
名
が
応
募
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
二
〇
〇
名(

途
中
四
名
が
諸
事
情
の
た

め
辞
退)

は
、
猛
暑
の
中
、
講
義
や
演
習

に
お
い
て
、
熱
心
に
取
り
組
み
、
レ
ポ
ー

本会取扱い物資自主検査（腸管出血性大腸菌O157）�
成績一覧表�

1

2

3

4

　品　　名

常温保管物資（7品目）�

焼のり 1/4カット

カシューナッツ

ソフトプルーン

アーモンドカル

検査結果

陰性／10ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

5

6

7

　品　　名

野菜卵ふりかけ

トッピング のり

県産乾燥大豆

検査結果

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

冷凍保管物資（19品目）�

　品　　名

県産牛肉ももスライス

冷凍豆腐（ダイス）

冷凍ゆで大豆

冷凍さき玉うどん

脱水ほうれん草 県産

殺菌凍結全卵 100

殺菌凍結全卵 K�

彩の国肉まん

彩の国ねぎみそ包子

冷凍彩の国納豆

合計　39品目

検査結果

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

11

12

13

14

15

16

17

18

19

　品　　名

彩の国ねぎみそ餃子

彩の国ねぎみそプチ餃子

かぼちゃチーズロール

むきえび２L

ブロッコリー ミニ

冷凍なめこ

チーズはんぺんフライ 50g�

チーズはんぺんフライ 75g

白身魚フライ

検査結果

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

1

2

3

4

5

6

7

低温保管物資（13品目）�

彩花みそ（赤）

彩花みそ（白）

彩花しょうゆ

かえり煮汁

ポーションバター

山菜ミックス

するめの学校

小計　20品目

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

8

9

10

11

12

13

ビーフン

秩父こんにゃく 人参

秩父こんにゃく かぼちゃ

秩父こんにゃく ほんれん草

秩父こんにゃく 豆乳

鮭フレーク

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

陰性／25ｇ

平成17年８月�

大
腸
菌
群
の
検
査
も
同
様
に
、
衛
生
的

な
取
扱
の
判
定
の
た
め
実
施
し
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
主
に
、
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る

(

陽
性)

か
含
ま
れ
て
い
な
い(

陰
性)

か
ど

う
か
の(

定
性
検
査)

を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
大
腸
菌
群
は
、
土
の
中
な
ど
に
普
通

に
生
息
す
る
細
菌
の
グ
ル
ー
プ
の
総
称

で
、
食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

食
中
毒
菌
に
つ
い
て
は
、
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
大
腸
菌
Ｏ
157
な
ど

の
定
性
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
に
対
す
る
判
定
は
、
食
品
衛
生
法

の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
で
す
が
、
本
会

は
、
基
準
内
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
厳
し
く

評
価
し
、
現
時
点
で
は
全
食
品
と
も
合
格

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
八
月
中
に
実
施
し
た
大
腸
菌
Ｏ

157
に
関
す
る
検
査
結
果
は
、
別
表
の
と
お

り
で
す
。

食
品
検
査
室
で
は
、
取
扱
物
資
の
安
全

確
認
の
た
め
に
自
主
検
査
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
納

品
さ
れ
た
学
校
給
食
用
物
資
を
本
会
の
倉

庫
か
ら
抜
き
取
り
、
細
菌
検
査
を
行
い
ま

す
。
特
に
、
食
中
毒
が
統
計
的
に
多
く
発

生
す
る
夏
期
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
検

査
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
、
今
年
度
は
、

四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
間
に
四
一
一
項
目

の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

検
査
は
、
ま
ず
、
食
品
の
衛
生
的
な
取

扱
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
、
一
般
生
菌
数
を
測
定
し
ま
す
。

一
般
生
菌
数
の
検
査
は
、
食
品
に
含
ま

れ
る
数
量
を
測
定
し(

定
量
検
査)

、
基
準

値
と
比
較
し
て
安
全
性
を
判
定
し
ま
す
。

ト
作
成
や
各
科
目
ご
と
に
行
わ
れ
た
単
位

認
定
の
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。

今
後
、
成
績
審
査
を
経
て
単
位
認
定
の

結
果
は
十
月
中
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
七
年
度
埼
玉
県
免
許
法
認
定

講
習(

栄
養
教
諭)

の
概
要
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

《
開
設
科
目
》

○
栄
養
に
係
る
教
育
に
関
す
る
科
目

(

免
許
法
に
定
め
る
科
目)

・
栄
養
に
係
る
教
育
に
関
す
る
科
目

(

開
設
科
目：
栄
養
教
諭
論)

○
教
職
に
関
す
る
科
目

(

免
許
法
に
定
め
る
科
目)

・
教
職
の
意
義
等
に
関
す
る
科
目

(

開
設
科
目：

教
師
論)

・
教
育
の
基
礎
理
論
に
関
す
る
科
目

(

開
設
科
目：

発
達
と
学
習
の

心
理
学
１
、
２)

・
教
育
課
程
に
関
す
る
科
目

(

開
設
科
目：

道
徳
教
育
研
究
、

特
別
活
動
研
究)

・
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
に
関
す
る

科
目

(

開
設
科
目：

教
育
相
談)

検

査

室

か

ら

県
健
康
教
育
課
か
ら
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学
校
給
食
用
物
資
の
細
菌
検
査

実
施
状
況
に
つ
い
て



不
足
や
季
節
感
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
以
前
、
野
菜
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
農
家
の
方
を
招
い
て
栄

養
士
さ
ん
と
三
人
で
授
業
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
朝
ぬ
い
た
大
根
と
市
販
品
と
の

水
分
量
比
較
実
験
で
は
地
場
産
の
大
根
の

水
分
量
の
多
さ
に
驚
い
た
。
試
食
し
た
か

ぶ
は
自
然
の
甘
み
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
と
生
徒
達
の
感
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
様

な
野
菜
を
使
用
し
た
給
食
が
食
べ
ら
れ
る

こ
と
に
幸
せ
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
日
頃
の
授
業
、
生
活
を

も
っ
と
工
夫
し
生
徒
達
に
食
品
や
給
食
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

給食会報　(平成17年10月１日発行第137号) (4)

た
の
し
い
給
食

和光市立第五小学校　２年　�力　敦也 和光市立第五小学校　６年　蛯名　愛美

川口市立芝西小学校　１年　廣瀬　百香 川口市立芝西小学校１年　足垣　春菜

田中さんの作ってくださった
朝採りのかぶの味はどうかな？

中学１年生
給食の様子

「
給
食
食
べ
た
ー
い
。」
久
し
ぶ
り
に

来
校
し
た
卒
業
生
の
口
か
ら
出
る
言
葉
で

あ
る
。
在
校
中
は
好
き
嫌
い
が
あ
っ
た
生

徒
で
あ
っ
て
も
そ
う
言
う
か
ら
不
思
議
で

あ
る
。
九
年
間
食
べ
て
き
た
給
食
も
義
務

教
育
修
了
と
同
時
に
食
べ
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
、
最
初
は
何
も
感
じ
な
く
て
も

時
が
た
つ
と
、
あ
た
た
か
く
お
い
し
か
っ

た
給
食
を
学
校
生
活
と
共
に
思
い
出
す
の

だ
ろ
う
。
嫌
い
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
仲
間
と
食
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

事
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
集
団
の
中

で
マ
ナ
ー
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身

に
つ
い
た
事
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
給
食
が
昨
今
話
題
と
な
っ
て

い
る
食
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も

う
な
ず
け
る
。

さ
て
、
和
光
市
で
は
給
食
に
地
場
産
野

菜
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
七
月
に
は
ど
の

学
校
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
出
さ
れ
、
皮

む
き
は
生
徒
達
の
体
験
学
習
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
本
校
で
も
給
食
委
員
が
早
め
に

登
校
し
作
業
を
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て

い
る
と
、皮
が
上
手
に
む
け
な
か
っ
た
り
、

虫
が
い
た
と
声
を
あ
げ
た
り
と
生
活
体
験

給
食
主
任
の
眼

給
食
雑
感

和
光
市
立
第
二
中
学
校

渡
辺
　
光



(5)

ク
ロ
ー
ブ
、
ナ
ツ
メ
グ
、
メ
ー
ス
、
ベ
イ

リ
ー
フ
等
を
使
っ
て
い
ま
す
。
カ
レ
ー
は

た
だ
辛
い
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
に
と
っ

て
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
な
の

で
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
カ
リ
ー
に
も
う
一
つ
欠
か

せ
な
い
の
が
、
小
麦
粉
を
原
料
と
し
た
、

主
食
で
あ
る
チ
ャ
パ
テ
ィ
と
ナ
ー
ン
で

す
。
作
り
方
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
小
麦
粉
の

全
粒
粉
に
水
を
加
え
て
よ
く
練
っ
て
作
り

ま
す
。
ナ
ー
ン
の
場
合
は
こ
の
練
っ
た

「
種
」
を
発
酵
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
あ

る
程
度
「
種
」
を
寝
か
せ
た
後
、
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
程
度
の
大
き
さ
に
丸
め
て
、
薄
く

円
形
に
の
ば
し
て
、
焼
き
ま
す
。
焼
き
方

は
、
土
で
で
き
た
釜(

タ
ン
ド
ー
ル)

の
内

壁
に
、
の
ば
し
た
生
地
を
ぺ
た
っ
と
貼
り

付
け
ま
す
。
焼
き
上
が
っ
た
も
の
を
２
本

の
棒
で
引
っ
張
り
上
げ
て
完
成
で
す
。
日

本
の
カ
レ
ー
に
は
、
ご
飯
が
つ
き
も
の
で

す
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
カ
リ
ー
に
は
、
こ
の

チ
ャ
パ
テ
ィ
や
ナ
ー
ン
が
ぴ
っ
た
り
合
い

ま
す
。

真
夏
に
は
45
度
を
超
え
る
暑
い
国
パ
キ

ス
タ
ン
。
そ
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い

る
の
が
、
食
べ
る
と
体
が
熱
く
な
る
カ
リ

ー
。
暑
い
と
き
に
辛
い
も
の
を
食
べ
る
と

体
に
よ
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
古
代
イ
ン
ダ
ス
文
明
発
祥
の
地
で

あ
る
パ
キ
ス

タ
ン
か
ら
伝

わ
っ
た
も
の

な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

(

前
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
日
本
人
学
校
教
諭)

パ
キ
ス
タ
ン
料
理
を
ご
存
知
で
す
か
？

隣
国
イ
ン
ド
と
同
じ
食
文
化
圏
に
あ
る
パ

キ
ス
タ
ン
は
カ
リ
ー(

カ
レ
ー)

が
主
流
で

す
。
ま
た
、
一
般
的
に
ス
パ
イ
シ
ー
で
油

っ
ぽ
い
料
理
が
多
い
で
す
。
味
付
け
は
地

域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
北
方
地
域
で
は

辛
さ
は
控
え
め
で
す
。食
べ
方
と
し
て
は
、

主
食
の
チ
ャ
パ
テ
ィ
や
ナ
ー
ン
で
他
の
料

理
を
す
く
う
よ
う
に
し
て
食
べ
ま
す
。

ベ
ジ
タ
ブ
ル
カ
リ
ー
、チ
キ
ン
カ
リ
ー
、

マ
ト
ン
カ
リ
ー
、ス
ピ
ニ
ッ
チ
カ
リ
ー
等
々
、

日
々
カ
リ
ー
中
心
の
食
生
活
を
し
て
い
る

彼
ら
で
す
が
、
そ
の
料
理
に
欠
か
せ
な
い

も
の
、
そ
し
て
彼
ら
の
健
康
を
支
え
て
い

る
の
が
「
ス
パ
イ
ス
」
で
す
。
街
中
に
あ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
山
積
み
の
ス
パ
イ

ス
が
色
鮮
や
か
に
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
ス
パ
イ
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

も
の
を
「
マ
サ
ラ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

カ
リ
ー
の
種
類
に
よ
っ
て
、「
マ
サ
ラ
」

の
味
が
異
な
り
ま
す
。
本
来
は
各
家
庭
で

そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
に
応
じ
て
ス
パ
イ
ス
を

調
合
し
て
作
り
ま
す
が
、
現
在
は
マ
サ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
と
称
し
て
、
各
種
ス
パ
イ
ス
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
、
チ
リ
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
、
コ
リ
ア
ン
ダ

ー
、
ク
ミ
ン
、
シ
ナ
モ
ン
、
カ
ル
ダ
モ
ン
、

食

卓

談

話
北本市立北小学校

教諭　和泉　健

こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
地
場
産
物

を
利
用
し
た
献
立
を
作
成
し
、
子
ど
も
た

ち
に
提
供
で
き
る
こ
と
は
大
変
な
喜
び
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
に
、
自
分
た
ち

の
住
む
土
地
は
産
物
に
あ
ふ
れ
る
素
晴
し

い
町
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
子
ど
も
た

ち
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
給
食
を
通

し
て
伝
え
て
い
く
の
も
大
切
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
四
季
折
々
の
味
、
地
場
産

物
の
味
、
郷
土
の
味
を
盛
り
込
み
な
が
ら

郷
土
を
愛
し
、
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
心

の
育
成
に
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
部
町
は
埼
玉
県
の
北
部
に
位
置
し
、

農
業
、
畜
産
の
盛
ん
な
町
で
す
。
野
菜
の

収
穫
量
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
だ
い
こ
ん
は
県
内
で
一
位
を
誇
り

他
に
も
多
数
の
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
き
の
こ
類
も
生
産
し
て
お
り
、
給
食

の
献
立
の
中
に
も
野
菜
同
様
に
た
く
さ
ん

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
ご

紹
介
し
た
「
き
の
こ
汁
」
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ハ
ン
バ
ー
グ
に
き
の
こ
ソ
ー
ス
を

か
け
た
り
、
シ
チ
ュ
ー
や
野
菜
ソ
テ
ー
の

中
に
も
使
っ
た
り
し
て
、
献
立
の
幅
が
大

変
広
が
り
ま
す
。

味

だ

よ

り

材料 1人当たり 分量(g)

豚肉 15

にんじん 10

しめじ 15

乾しいたけ 1.2

根深ねぎ 10

糸昆布 1

油揚げ 7

こいくちしょうゆ 16

みりん 1

削り節 1

だし昆布 1

水

き
の
こ
汁

岡
部
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

主
任
　
高
橋
　
京
子
　

健
康
の
源
は
ス
パ
イ
ス
に
あ
り
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献立例
・地粉うどん・牛乳・きのこ汁
・かぼちゃの天ぷら・フルーツポンチ
・アーモンド入り小魚
作り方
①けずり節とだし昆布でだしをとります。
②乾しいたけと糸昆布は洗ってもどし、包
丁を入れます。
③にんじんは千切り、しめじは小房に分け
て洗って水気をきっておきます。
④根深ねぎは小口切りにし、油あげは油抜
きし短冊切りにします。
⑤豚肉、にんじんを炒め、だし汁を加えて
ひと煮立ちさせます。しめじ、しいたけ、
糸昆布、油あげを加えさらに加熱し、灰
汁をとります。
⑥調味料と根深ねぎを加えて火を止めます。



ま
す
。
一
般
的
に
出
回
っ
て
い
る
牛
乳

の
殆
ど
は
、
一
二
〇
〜
一
三
〇
℃
で
二

〜
三
秒
殺
菌
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
充
　
填

牛
乳
ビ
ン
や
紙
パ
ッ
ク
な
ど
の
容
器

に
詰
め
ら
れ
て
密
封
さ
れ
ま
す
。

健
康
な
牛
か
ら
搾
乳
さ
れ
た
生
乳

は
、
酪
農
家
、
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン(

生
乳
の
冷
却
貯
蔵
施
設)

、
乳
業
工

場
な
ど
、
様
々
な
段
階
で
検
査
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
終
検
査
に
合
格
し
た
牛
乳

の
み
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
牛
乳
ミ
ニ
知
識
】

生
乳
を
原
料
と
し
た
飲
料
に
は
い
く
つ

か
種
類
が
あ
り
ま
す
。
種
類
や
成
分
に
つ

い
て
は
容
器
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
手
に
取
っ
た
と
き
、
ち
ょ
っ
と
気
に

し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

「
牛
乳
」
…
生
乳
一
〇
〇
％
を
加
熱
殺

菌
し
、
乳
脂
肪
分
三
％
以
上
、
無
脂
乳

固
形
分
八
％
以
上
の
も
の
。

「
成
分
調
整
牛
乳
」
…
生
乳
か
ら
成
分

(

水
分
、
乳
脂
肪
分
等)

の
一
部
を
除
去

し
た
も
の
。
低
脂
肪
牛
乳
は
乳
脂
肪
分

を
〇
・
五
％
以
上
一
・
五
％
以
下
、
無

脂
肪
牛
乳
は
〇
・
五
％
未
満
に
し
た
も

の
。

「
加
工
乳
」
…
生
乳
や
乳
製
品
を
原
料

と
し
て
、
乳
成
分
や
乳
脂
肪
分
を
調
整

し
た
も
の
。

「
乳
飲
料
」
…
生
乳
や
乳
製
品
を
原
材

料
と
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
や
果
汁
、
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
を
加
え
た
も
の
。

は
、
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
加
須
市
と
埼
玉
県
に
よ
る
食
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
加
須

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
キ
ッ
ズ

in
th
e

キ
ッ
チ
ン
」
に
参
加
し
た
際
、
関

係
す
る
方
々
の
食
に
対
す
る
思
い
も
、
子

ど
も
た
ち
を
大
き
く
包
ん
で
い
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
総
料
理
長
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
、
地
元
で
と
れ
る
農
産
物
を
使

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
発
見
と
達
成
感

に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

食
事
の
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
か
ら
気
を

配
っ
て
い
た
シ
ェ
フ
の

「
食
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
持

ち
、
食
を
中
心
に
生
活
が
広
が
っ
て
い
く

の
が
嬉
し
い
」

と
い
う
言
葉
は
、
食
育
を
考
え
る
ひ
と

つ
の
指
標
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。学

校
給
食
に
た
ず
さ
わ
る
中
、
提
供
す

る
給
食
の
衛
生
と
安
全
の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
食
へ

の
助
力
の
た
め
研
修
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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「
な
ん
で
も
た
べ
ら
れ
れ
ば
、
げ
ん
き

が
で
る
っ
て
、
し
ら
な
か
っ
た
で
す
」

「
朝
ご
は
ん
が
、
す
ご
く
だ
い
じ
だ
と

お
も
い
ま
し
た
」

こ
れ
は
『
好
き
・
嫌
い
を
な
く
そ
う

(

食
に
つ
い
て
考
え
る)

』
を
テ
ー
マ
に
、

学
校
保
健
委
員
会
が
開
か
れ
た
時
の
児
童

の
感
想
で
す
。
小
規
模
校
の
こ
の
小
学
校

で
は
、
一
・
二
年
生
、
保
護
者
、
教
員
、

養
護
教
諭
の
参
加
の
も
と
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
栄
養
士
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
食

生
活
に
つ
い
て
、
低
学
年
を
対
象
に
話
し

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
の
給
食
を
題
材
に
、
児
童
自
ら
が

食
べ
物
を
意
識
で
き
る
様
な
学
級
担
任
の

指
導
と
、
養
護
教
諭
に
よ
る
全
校
児
童
の

実
態
調
査
の
報
告
の
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
食
の
大
切
さ
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
る
事
が
で
き
た
の
で

栄
養
士
の
四
季

牛
か
ら
搾
っ
た
ま
ま
の
お
乳
を
「
生
乳

(

せ
い
に
ゅ
う)

」
と
い
い
ま
す
。

今
回
は
、

県
内
各
地
の
酪
農
家
か
ら

集
め
ら
れ
た
生
乳
が
、
乳
業
工
場
に
運
ば

れ
て
牛
乳
と
し
て
学
校
に
配
送
さ
れ
る
ま

で
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
牛
乳
が
で
き
る
ま
で
】

●
受
　
乳

県
内
各
地
の
酪
農
家
か
ら
、
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
で
五
℃
以
下
に
冷
や
さ
れ
た

生
乳
が
乳
業
工
場
に
運
ば
れ
、
ス
ト
レ

ー
ジ
タ
ン
ク(

生
乳
を
冷
却
、
保
管
す

る
た
め
の
施
設)

で
冷
却
保
管
さ
れ
ま

す
。

●
清
浄
化

ク
ラ
リ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
い
う
遠
心
力

を
利
用
し
た
機
械
で
生
乳
を
高
速
で
回

転
さ
せ
、
生
乳
中
に
含
ま
れ
る
目
に
見

え
な
い
小
さ
な
ち
り
を
取
り
除
き
ま

す
。

●
均
質
化

ホ
モ
ゲ
ナ
イ
ザ
ー
と
い
う
機
械
で
、

消
化
を
良
く
す
る
た
め
に
、
生
乳
の
中

に
あ
る
脂
肪
の
粒
を
細
か
く
砕
き
ま

す
。
こ
の
過
程
を
経
な
い
も
の
は
ノ
ン

ホ
モ
牛
乳
と
呼
ば
れ
ま
す
。

●
殺
菌
・
冷
却

加
熱
殺
菌
し
て
細
菌
な
ど
を
死
滅
さ

せ
ま
す
。
殺
菌
後
は
す
ぐ
に
冷
却
さ
れ

食
品
豆
知
識
（
牛
乳
２
）

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
せ
て
・
・
・
」

加
須
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大
谷
　
寿
子

埼
玉
県
農
林
部
畜
産
安
全
課

主
任
　
中
込
　
佳
代
子

学校保健委員会での指導資料

学校給食センターでの調理の
様子
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で
す
。

味
付
け
は
、
チ
キ
ン
ブ
イ
ヨ
ン
を
ベ
ー

ス
と
し
て
薄
味
に
し
ま
し
た
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
具
材
を
ア
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
色

合
い
は
、
カ
ロ
テ
ン
豊
富
な
に
ん
じ
ん
と

レ
ッ
ド
パ
ー
ム
油
に
よ
っ
て
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
ピ
ラ
フ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

飯
缶
規
格
は
委
託
炊
飯
の
他
の
変
わ
り

ご
は
ん
と
同
様
に
0.5
㎏
〜
5.2
㎏
ま
で
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
自
校
炊
飯
の
場
合
は
精

米
３
〜
3.5
㎏
に
対
し
、
一
袋
（
1.1
㎏
）
を

加
え
て
炊
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
県
内
産

の
に
ん
じ
ん
を
使
用
し
た
「
彩
の
国
キ
ャ

ロ
ッ
ト
ピ
ラ
フ
」
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

Ｑ

変
わ
り
ご
は
ん
「
彩
の
国
キ
ャ
ロ

ッ
ト
ピ
ラ
フ
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ

「
彩
の
国
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ピ
ラ
フ
」

は
主
原
料
に
埼
玉
県
産
に
ん
じ
ん
（
ベ
ー

タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
、
向
陽
な
ど
）
を
使
用

し
、
学
校
給
食
向
け
洋
風
ご
は
ん
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
開
発
し
ま
し

た
。埼

玉
県
は
全
国
有
数
の
農
畜
産
物
の
消

費
地
で
も
あ
り
ま
す
が
、
生
産
地
で
も
あ

り
ま
す
。
本
会
で
は
学
校
給
食
用
主
食
及

び
副
食
に
は
既
に
県
内
産
米
穀
、
小
麦
、

大
豆
等
を
原
料
に
し
た
商
品
を
多
数
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
「
彩
の
国
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ピ
ラ
フ
」

に
使
用
し
て
い
る
に
ん
じ
ん
の
生
産
量
で

は
、
埼
玉
県
は
全
国
第
七
位
で
あ
り
、
主

な
産
地
は
妻
沼
町
、
新
座
市
、
所
沢
市
、

朝
霞
市
、
深
谷
市
（
平
成
十
五
年
産
デ
ー

タ
ー
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

商
品
化
に
当
た
っ
て
は
、
に
ん
じ
ん
の

苦
手
な
子
ど
も
た
ち
に
も
食
べ
や
す
く
、

し
か
も
よ
り
多
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
カ

ッ
ト
を
小
さ
く
し
た
り
、
に
ん
じ
ん
ペ
ー

ス
ト
に
加
工
す
る
工
夫
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
る
ベ
ー
タ
ー
キ

ャ
ロ
ッ
ト
は
通
常
品
種
の
に
ん
じ
ん
に
比

較
し
て
カ
ロ
テ
ン
が
約
二
十
％
高
い
品
種

実
施
　
②
栄
養
士
に
よ
る
保
護
者
対
象
の

栄
養
教
室
　
③
「
お
い
し
い
食
事
が
健
康

を
つ
く
る
」
調
理
教
室
　
④
親
子
で
学
ぶ

「
お
米
教
室
」
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

三
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
健
康
に
育
つ
力
を

つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
各
学
年
で
①
給

食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
と
の
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
授

業
　
②
保
護
者
を
導
入
し
た
食
育
授
業
の

実
践
　
③
農
作
物
の
栽
培
体
験
と
収
穫
物

の
調
理
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

種
を
蒔
き
、
水
遣
り
を
欠
か
さ
ず
に
育

て
た
大
根
の
、
小
さ
な
葉
一
枚
残
さ
ず
に

味
噌
汁
を
作
っ
た
一
年
生
。
一
人
ひ
と
り

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
世
界
で
た
だ
一
つ
の

お
に
ぎ
り
を
作
っ
た
二
年
生
…
…
。
授

業
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
ク
ラ
ブ
・

特
別
活
動
等
、
全
校
で
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
、
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
食
育
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
々
の
、
楽

し
そ
う
な
顔
・
満
足
し
た
表
情
が
印
象
的

で
し
た
。

献
立
・
給
食
風
景
写
真
で
作
ら
れ
た
平

成
十
七
年
度
月
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、

各
学
級
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
・
遊
戯
場
等
に
囲
ま
れ
、
児
童
の
体

力
の
向
上
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
本
校

は
、
平
成
十
六
年
度
「
食
に
関
す
る
指
導

モ
デ
ル
校
」
の
指
定
を
県
学
校
給
食
会
か

ら
受
け
、
体
力
増
進
・
健
康
を
守
る
「
食

育
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

研
究
の
主
題
は
「
心
身
と
も
に
健
康
に

生
き
る
児
童
の
育
成
を
め
ざ
し
て
」
と
設

定
し
、
学
校
給
食
部
・
家
庭
科
部
・
特
別

活
動
部
・
学
校
保
健
委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
成

人
教
育
部
を
中
心
に
、
指
導
内
容
・
指
導

計
画
等
を
検
討
し
な
が
ら
、

一
「
食
」
に
関
す
る
教
材
教
具
の
整
備

二
「
食
育
に
つ
い
て
」
理
解
・
啓
発
活
動

三
「
食
」
に
関
す
る
学
習
の
推
進

を
研
究
の
柱
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。ま

ず
、
一
と
し
て
、
指
導
場
面
で
使
用

す
る
食
育
に
関
す
る
資
料
が
必
要
と
考

え
、
①
児
童
用
図
書
　
②
食
育
カ
ー
ド

③
掲
示
用
掛
図
　
④
給
食
時
間
の
放
送
・

家
庭
科
ク
ラ
ブ
用
の
指
導
用
図
書
・
資
料

等
を
収
集
し
ま
し
た
。

二
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
食
事
を
豊

か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
「
家
族
そ
ろ
っ

て
の
食
事
の
大
切
さ
・
食
事
づ
く
り
に
関

す
る
技
能
や
知
識
」
を
保
護
者
に
伝
え
て

い
く
①
食
に
関
す
る
講
演
会
・
研
修
会
の

ア

ン

テ

ナ

Ｑ

＆

Ａ
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「
食
に
関
す
る
指
導
モ
デ
ル
校
の

取
り
組
み
」

狭
山
市
立
御
狩
場
小
学
校

校
長
　
坂
野
　
文
子



平成17年度第１回物資委員会選定

新 規 取 扱 物 資

埼玉県産大豆入り厚焼玉子�

㈱カネショク 1/10カット　38円�
　　　　 　　1/8カット　47.50円�
埼玉県産の玉子・大豆を使い、彩花しょ
うゆ・だし等で味付けした厚焼玉子です。
沸騰したお湯でボイルしてお召し上がり
ください。�

彩の国　和梨缶詰�

天狗缶詰㈱　1号缶　2,200円�
埼玉県産のフレッシュな梨を原料に、手
作業で加工した和梨缶詰です。�
ライトシロップであっさりとした甘さに
仕上げました。�
フルーツポンチ等にご利用ください。�

沖縄産加工粉黒糖�

㈱SN食品研究所　1ｋｇ　580円�
今までの黒糖と違い非常にかたまりにくく、
いろいろな料理にご利用いただけます。�
ミネラル豊富な黒糖を揚げパン・蒸しパン・
あらゆる煮物にご利用ください。�

ずわいがにフレーク�

天狗缶詰㈱　500ｇ　1,200円�
アミノ酸やリン酸などの添加物を一切使
用しておりません。加熱殺菌してありま
すのでそのまま、サラダやチャーハンな
ど素材品としてご利用ください。�

Feのり佃煮�

カセイ食品㈱　8ｇ　16円�
主に伊勢志摩の海苔を主原料とし、それ
にヘム鉄を加えました。ヘム鉄は吸収率
が非常に良く、１袋（8ｇ）で児童生徒
の1日に必要な30～40％の鉄1.2ｍｇが
摂取できます。�

黒豆さつま・枝豆とじゃこの元気ボール�

右：黒豆さつま　50ｇ　54円�
左：枝豆とじゃこの元気ボール�

　1ｋｇ　1,140円�
全国の学校栄養士さんのアイデアのもと
完成した新・全学栄製品です。�
蒸し・煮込み等幅広くご利用いただけます。�

新・全学栄製品�
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編

集

後

記

ア
イ
デ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー

『
ほ
う
と
う
』
を
使
っ
て

材料（小学校用）１人当たり　分量
かつお厚削り節 3ｇ
水 130ｇ
鶏胸肉 8ｇ
にんじん 6ｇ
（カット）かぼちゃ 15ｇ
冷凍ほうとう 55ｇ
油揚げ 3ｇ
根深ねぎ 8ｇ
上白糖 0.2ｇ
清酒 1ｇ
彩花みそ（白） 6ｇ
彩花みそ（赤） 4ｇ
ほうれんそう 10ｇ

ほうとう
上尾市立大石北小学校

大熊洋子

上尾市では煮込みうどんは定番の人気メニューで
す。以前、ほうとうは、地粉うどんを使用した具だ
くさんの煮込みうどんでしたが、ほうとう麺の使用
により本格的な味わいとなりました。校内放送で
「ほうとうには、かぼちゃや葱、季節の野菜をたく
さん入れ、幅の広い麺を味噌で煮込んだ山梨県の郷
土料理です。戦国時代に武田信玄が山梨にいる部下
が元気で健康に働けるようにと、栄養たっぷりのほ
うとうを食べさせたことから各地に広まったと言わ
れています。…」と紹介しています。野菜がたっぷ
り入っているにもかかわらず、ほうとうは児童が大
好きな献立の一つです。

さる7月15日に平成17年度第１回物資

委員会が開催され５品が決定いたしま

した。また、新・全学栄製品２品につ

いても取扱いを開始いたします。

平成17年度２学期からの新商品です。

どうぞご利用ください。

調理法
①にんじん、かぼちゃはいち
ょう、根深ねぎは小口、油
揚げはせん切りにする。
②削り節は、分量の水に１時
間位つけ、火をつけ、沸騰
後取り出す。
③だしの中に鶏肉を加える。
④鶏肉に火が通ったら、にん
じん、油揚げを加え煮る。
⑤にんじんが煮えたら調味し、
かぼちゃを加え、茹でたほ
うとうを加える。
⑥最後に、根深ねぎ、茹でた
ほうれんそうを加え、ひと
煮立ちさせる。

今
年
度
の
学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
課
題
献
立
部
門
に
十
九
点
、
自
由

献
立
部
門
に
十
六
点
、
合
計
三
十
五
点
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書
類
審
査(

七
月
八
目
実
施)

実
技
審
査

(

七
月
二
十
九
日
実
施)

に
よ
り
各
賞
が
決

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
十
一

月
十
五
日
の
「
彩
の
国
学

校
給
食
研
究
大
会
」
の
中

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。


